近畿ブロック社協　能登半島地震社協支援チーム
１クール日報（１月２５日～1月３０日）
	報告日
天気
	1月２７日（土）
曇り
	報告者
	兵庫県社協：鬼城
※文中チームメンバー敬称略

	ボラセンの場所
	前日報告に同じ

	　

	 ※　　　はリーダー

北尾、徳岡、遠城、丸山、長谷部、竹内、鬼城


	（主な日程）
	8:30朝礼、本日の活動説明
9:00 ・ボランティア受付
・オリエンテーション・マッチング
・ボランティア送り出し
・ニーズ受付
・現地調査等
16:00 28日以降の災害VC運営に係る打ち合わせ（今後の運営に関する課題整理、対応等）
17:00 28日の災害VC開設準備
 17:30　活動終了


	報告事項

	〇近畿ブロックの役割
・本日は、ボランティア受付、オリエンテーション・マッチング、ボランティア送り出し、ニーズ受付、現地調査等の活動を実施

〇VCの状況
・本日は災害VC開設初日ということもあり少し運営側に混乱する場面もあった。
・当日の活動の流れについて、昨日、近畿ブロック応援職員も大まかな内容は理解していたものの、判断が必要なことについては地元社協の一部の職員しか把握しておらず、すぐに対応できない場面もあった。
・高速道路の無料化について、地元行政より発信され、さまざまなところで周知されているが、問い合わせの連絡先が書かれていないことから災害VCに一定数の連絡（ニーズ受付専用連絡先）があり、説明等に苦慮する場面があった。また、一般の方からの問い合わせ対応について、どちらが担うのか地元社協と行政職員が口論となる場面もあった。
・本日も被災者からのニーズ受付はあまりなかった。
・ボランティア活動中におけるケガをした時の対応について、現在、対応できる看護師等はおらず、今後調整していくとのこと。


	今後の主な予定
	・本日の活動終了後、地元社協、JC、近畿ブロック応援職員で初日の災害VC運営の課題洗い出し、対応策について打ち合わせをおこなった。
・運営をするにあたって判断を必要とするものについては地元社協職員に担ってもらい、作業的（ルーチン業務）なものについては応援職員が担うことについで共通認識された。
・近畿ブロック応援職員は、これまでのボランティア受付、オリエンテーション・マッチング、ボランティア送り出し、ニーズ受付、現地調査等の活動に加え、送迎車、軽トラックの車両管理を新たな役割とすることになった。（近畿ブロック応援職員の各役割に充てる人数を見直す）
・ボランティアを活動場所まで送迎する人が少なく、運転できる人ならば女性も対象としてボランティアを募集してもよいのではないかとの意見も出された。


	調整課題・所感等
	・災害ゴミを集める集積場について、現地で細かく分別しなければならず、また市内で集積場数も少ないことから、本日は集積場に着いてから1時間半程度待たされた。現在、災害ゴミを処理するニーズが多いことから、このことでボランティア活動に大きく制限かかっている。一旦、別の場所に災害ゴミを集め、そこで分別ボランティアにより分別してもらい、集積場に持っていくことも考えないと、軽トラックが一台でも多く必要とされている中、効率よく活動ができない。（地元社協も災害ゴミ分別問題について検討するとのこと）
・地元社協の職員は、行政への各種報告に多くの時間を費やしており、早急に取り組まなければならない業務に支障が出ている様子。本日の活動終了後の打ち合わせでも意見が出されたが、地元社協職員は抱え込む気質があり、外部者ができるものについては、任せるということも必要であると感じた。


	その他
	・宿舎から災害VCまでの道路については、ほぼ問題なく40分程度で到着する。




